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れ
て
い
ま
す
が
、
煙
な
ど
の
発
生
に
よ
っ
て
近
所

迷
惑
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
帯

や
風
向
き
な
ど
に
十
分
注
意
を
は
ら
い
、
周
辺
環

境
に
配
慮
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
煙
や
悪
臭
が
ひ
ど
く
、
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、

　

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
☎（
48
）０
３
３
１

1
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

　

１
１
０
番
は
緊
急
通
報
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

緊
急
時
以
外
の
相
談
は
つ
ぎ
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
か

け
く
だ
さ
い
。

▼
悩
む
よ
り
架
け
て
安
心
♯
９
１
１
０
ま
た
は

　
☎
０
４
８（
８
２
２
）９
１
１
０

※
24
時
間
受
付（
夜
間
お
よ
び
土
曜
、
日
曜
、
祝

　

日
、
年
末
年
始
は
当
直
対
応
と
な
り
ま
す
）。

▼
１
１
０
番
通
報
す
る
と
き
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト

　

①
事
件
か
事
故
か
、
②
い
つ
、
③
場
所
、
④
犯

人
を
見
た
か
、
⑤
現
場
の
状
況
、
⑥
あ
な
た
の
こ

と（
住
所
、
名
前
、
連
絡
先
）を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

幸
手
警
察
署
☎（
42
）０
１
１
０

幸
手
市
手
を
つ
な
ぐ
子
ら
の
作
品
展

　

特
別
支
援
学
級
の
児
童
・
生
徒
が
一
生
懸
命
取

り
組
ん
だ
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

日
時　

１
月
15
日（
水
）か
ら
21
日（
火
）ま
で
の
午

　

前
９
時
～
午
後
５
時

※
１
月
21
日（
火
）は
午
後
３
時
30
分
で
終
了
。

場
所　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

問
合
せ　

学
校
教
育
課　

内
線
６
３
５

そ

ば

打

ち

体

験

講

座　

　

本
格
的
な
そ
ば
打
ち
の
体
験
を
し
、
家
庭
で
も

実
践
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
か
。　

日
時　

１
月
20
日
、
27
日
、
２
月
10
日
、
17
日
の

　

月
曜
日

　

・
前
半
／
午
前
９
時
～
10
時
15
分

　

・
後
半
／
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

西
公
民
館　

料
理
講
習
室

対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人

講
師　

田
中　

憲
一
氏（
段
位
６
段
）

定
員　

前
半
５
人
、
後
半
５
人（
申
込
み
順
）

受
講
料　

３
０
０
円

材
料
費　

２
８
０
０
円（
４
回
分
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
タ
ッ

　

パ
ー
（
蕎
麦
入
れ
ケ
ー
ス
）、
マ
ス
ク

申
込
み　

１
月
10
日（
金
）午
前
９
時
か
ら（
電
話

　

予
約
可
）

問
合
せ　

西
公
民
館
☎（
43
）０
８
８
１

☎

市 長 コラ ム

幸手市長　木村純夫

今

月

の

納

税

市
・
県
民
税
・
森
林
環
境
税　

        

第
４
期

国
民
健
康
保
険
税　

                
第
７
期

介
護
保
険
料　

                    
第
７
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

          

第
７
期

※
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
残
高
不
足
な

　

ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

県

民

の

日

各

賞

受

賞

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
６
年
度

県
民
の
日
記
念
式
典
に
て
表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ん

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

▼
埼
玉
県
表
彰
規
則
に
よ
る
知
事
表
彰

◎
地
方
自
治
功
労

　

宮
杉
勝
男（
元
幸
手
市
議
会
議
員
）

▼
シ
ラ
コ
バ
ト
賞

◎
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
活
動

　

ひ
と
つ
ぶ
お
は
な
し
会

◎
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
活
動

　

相
良
正
治

問
合
せ　

秘
書
課　

内
線
２
２
２

本

人

通

知

制

度

　

住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
、
本
人
以
外
の
第

三
者
や
代
理
人
に
交
付
し
た
場
合
に
、
本
人
に
通

▼
野
外
焼
却（
野
焼
き
）の
禁
止

　

紙
く
ず
を
燃
や
し
た
り
、
庭
木
の
せ
ん
定
し
た

枝
葉
を
燃
や
し
た
り
し
て
、
ご
近
所
に
迷
惑
を
か

け
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

野
外
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、
ビ
ニ
ー
ル
類
は
も

ち
ろ
ん
、
紙
類
や
庭
木
の
せ
ん
定
く
ず
な
ど
家
庭

で
発
生
す
る
ご
み
で
も
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」の
違
反
行
為
に
な
り
ま
す
。

廃
棄
物
の
焼
却
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
の

原
因
と
な
る
ほ
か
、
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
ま
す

の
で
、
野
外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
違
反
し
た
場
合

　

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金（
法
人
に
対
し
て
は
３
億
円
以
下
の
罰

金
）ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◎
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
焼
却

　

風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
や
農
業
を

営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
焼
却
な
ど
は
認
め
ら

　

内
壁
面

掲
載
枠　

10
枠（
東
口
５
枠
・
西
口
５
枠
）

規
格　

Ｂ
１
判

掲
載
料
金　

１
枠
１
０
０
０
０
円（
月
額
）

※
広
告
物
の
作
成
、
設
置
経
費
な
ど
は
広
告
主
の

　

負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
み　

２
月
５
日（
水
）ま
で

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課　

内
線
５
５
３

２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　

令
和
７
年
２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策
に
役
立

て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
極
め
て
大

切
な
調
査
で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
み
な
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
訪
問
し
て
、
調
査
票
に

農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

庶
務
課　

内
線
２
３
６

税

理

士

に

よ

る

所

得

税

還

付

申

告

相

談

期
間　

２
月
３
日（
月
）
～
14
日（
金
）

※
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
。

対
象　

つ
ぎ
の（
イ
）か
ら（
ハ
）該
当
で
、
一
定
の

　

条
件
に
当
て
は
ま
る
人

（
イ
）年
金
を
受
け
て
い
る
人

（
ロ
）給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

（
ハ
）年
の
中
途
で
退
職
又
は
就
職
し
た
人
な
ど
で　

　
　

年
末
調
整
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人

　

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
事
前
に
相
談
の

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
理
士
会
春
日
部
支
部
事
務
局
☎
０
４

　

８（
７
３
８
）７
４
７
０

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
午
前
９
時
30
分
～

　

午
後
４
時
。

上
船
渡
橋
通
行
止
め
に
つ
い
て

　

一
級
河
川
中
川
に
架
か
る
上
船
渡
橋
が
架
換
工

事
に
伴
い
２
月
１
日
か
ら
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。

　

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
近
隣
の
令
和
橋

や
仮
橋（
人
道
橋
）な
ど
へ
迂
回
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
合
せ　

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
☎
０
４

　

８
０（
34
）２
３
９
７

財
務
省
関
東
財
務
局
へ
ご
相
談
を
！

　

関
東
財
務
局
で
は
、
金
融
取
引
や
多
重
債
務
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
に
関
す
る
ご
相
談

　
☎
０
４
８（
６
１
３
）３
９
５
２

・
ヤ
ミ
金
融
業
者
な
ど
に
関
す
る
ご
相
談

　
☎
０
４
８（
６
０
０
）１
１
５
１

・
電
子
マ
ネ
ー
や
暗
号
資
産
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル　

　
☎
０
４
８（
６
０
０
）１
１
５
２

・
多
重
債
務
相
談（
借
金
返
済
の
悩
み
相
談
）　　

　
☎
０
４
８（
６
０
０
）１
１
１
３

「新聞少年」
　あけましておめでとうございます。元旦の

分厚い新聞束を見ますと、新聞少年のことを

思い出します。私が幼少の頃、近所に家計を

支えるために、新聞配達をして働く同級生が

いました。（当時、「朝刊太郎」の歌謡曲がヒッ

トしていました）真夏でも厳冬でも、深夜早

朝から一年中、肩から斜
はす

にかけた帯に大量の

新聞を入れて配達する友人の姿は、余りにも

強烈で眩しく見えました。中学 1 年時は同じ

クラスで、彼は欠席が多かったにもかかわら

ず、テストの成績も良く、IQ（知能指数）テ

ストは学年トップ。更に、校内マラソンも学

校でトップクラスでした。私は彼の存在を常

に意識し、軽い劣等感や羨望の念に駆られて

いました。その反動（御陰 ) ？で私は、いつ

も新聞記事の端から端まで丁寧に読むように

なりました。

　新聞離れ、読書離れ、紙離れの進んでいる

昨今、級友であった当時の新聞少年への畏敬

の念が今でも沸沸と湧き上がってきます。

「学ぶに暇
いとま

あらずと謂う者は暇ありと雖
いえ

ども

亦学ぶ能
あた

わず」（淮
え な ん じ

南子）  

知
す
る
制
度
で
す
。

登
録
で
き
る
人　

幸
手
市
に
住
民
票
や
本
籍
が
あ

　

る（
あ
っ
た
）人

登
録
方
法　

①
申
込
書
、
②
本
人
確
認
書
類（
運
転

　

免
許
証
な
ど
、
顔
写
真
な
い
も
の
は
２
点
）を

　

添
え
て
窓
口

※
申
込
書
は
、
窓
口
も
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

市
民
課　

内
線
１
２
６

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
」

を

い

た

だ

き

ま

し

た

　

未
来
創
造
株
式
会
社
様
か
ら「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は「
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
事

業
」に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

財
政
課　

内
線
２
５
２

市
内
小
・
中
学
校
入
学
説
明
会

　

令
和
７
年
度
に
市
内
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定

の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
を
対
象
に
、
１
月
下
旬

か
ら
２
月
上
旬
に
か
け
て
入
学
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
開
催
日
時
は
、
学
校
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
学
校
か
ら
の
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課　

内
線
６
３
３

幸

手

駅

東

西

自

由

通

路

広

告

掲

載

募

集

掲
載
期
間　

令
和
７
年
４
月
～
令
和
８
年
３
月

※
１
か
月
単
位
と
し
、
最
大
で
12
か
月
。

掲
載
場
所　

幸
手
駅
東
西
自
由
通
路
東
西
口
階
段　

環

境

課

か

ら

の

お

知

ら

せ

▼
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
は
違
法
行
為
で
す

　

ポ
イ
捨
て
は
道
端
な
ど
の
ご
み
を
捨
て
て
は
い

け
な
い
所
に
ご
み
を
捨
て
る
行
為
を
言
い
ま
す
。　

　

タ
バ
コ
１
本
で
あ
っ
て
も
不
法
投
棄
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
廃
棄
物
処
理
法
や
軽

犯
罪
法
に
お
い
て
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で

や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
が
及
ぼ
す
悪
影
響

・
吸
い
殻
か
ら
漏
れ
た
有
害
物
質
が
、
水
質
汚
染

　

や
土
壌
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
火
災
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

◎
ポ
イ
捨
て
さ
れ
な
い
た
め
に

・
ポ
イ
捨
て
に
よ
る
火
災
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
土

　

地
管
理
者
な
ど
は
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
な
環
境

　

作
り
が
大
切
で
す
。
草
刈
り
を
こ
ま
め
に
実
施

　

し
た
り
、
柵
・
防
犯
灯
・
防
止
看
板
を
設
置
す

　

る
な
ど
が
対
策
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。


